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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２学期を振り返って

　


２学期も残すところあと1日となり、いよいよ冬休みです。今学期も、新型コロナウイルス感染防止に努める日々が続きましたが、子ども達は、毎日の授業や学校行事を通して大きく成長しました。
校内陸上記録会やマラソン大会、第1回小中合同文化祭、一万人の第九への取組など、行事や各学年の学習活動に、子どもたちは目標をもち、本当に一生懸命取り組みました。２学期の通信表「あゆみ」には、一人一人の頑張った様子が書かれています。おうちでお子さんの頑張りや良かった点などをいっぱい誉めていただきたいと思います。そして、２学期も保護者の皆様にたくさんご支援ご協力いただきましたことに、厚く御礼申し上げます。
さて，２４日（金）から２１日間の冬休みに入ります。２学期の成果を冬休みに生かすとともに、きまりを守り、安全で有意義な冬休みを送ってほしいと願っています。
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[image: ]　　　吉里吉里小学校は、たくさんの方々にご支援をいただいております。募金贈呈
！
多くの善意に感謝！そして、自分達にできることを！！

　　今年度も、湯田小学校様、兵庫県豊岡市資母小学校様からお米、東日本
　　大震災雇用・教育・健康支援機構様からカプセルトイ、明治学院大学様
　　中央大学田中拓男様（プロジェクト代表）からクリスマスメッセージ、
　　福岡八女農協様からお茶等、多くのご支援をいただきました。
　　　被災地である本校は、たくさんの方々に支えられています。今年度も
　　本当にそれを実感し、感謝するばかりです。
　　　本校児童会も、前号でお知らせしたとおり「歳末助け合い募金」を、冬休み明けに児童会で「書き損じはがき」を集めます。ご協力をお願いします！

　　大槌町社会福祉協議会の方に来校いただきお渡しいたしました。
これからも、自分だけでなく、周りの方々のこと、自分達にできるこ
とを考えていきたいです。

　　　[image: ]＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊地域で育てる冬休み

　　　　　　　　　　


　本校は、地域とともに子どもを育てる「コミュニティ―スクール」として学校運営を行っておりま
す。今月は、その様子の視察に一戸町の奥中山小中の学校運営協議会の皆様もいらっしゃいました。
　その中、今年度、夏休みから「地域で子どもを育てる」ために主に吉里吉里公民館を主会場に、楽しい活動を開催していただいております。
[image: ]　冬休みも、すでにチラシが配布されたように下記のような活動が行われます。ぜひ参加し、楽しい冬休みにしてほしいです。おうちの方々もお忙しいことと思いますが、遠慮することなく、地域の一員として、その様子を一緒にご覧になったり活動したりしてみたらいかがでしょうか。
　　　　　　　　　　　　＜主な活動予定＞
5日（水）新年もちつき大会　吉里吉里大かるた大会
6日（木）スポーツチャンバラ　科学であそぼう
7日（金）寺子屋学習　座禅で自分と向き合おう
11日（月）森林教室　まき割り体験　木工作品
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　　　　　　１月の主な行事予定
７日（金）　児童・生徒小中合同会議
１４日（金） 始業式 集団下校１２:２０
１７日（月）　職員会議　作品展～1９日　弁当日
２０～2１日　作品交流（中学部）
21日（金）　鮭の料理教室（6年）　弁当日
　　　　　　　　


２４日（月）　特別時程　１２：５０下校（給食あり）
２５日（火）　全校朝会　
２６日（水）　クラブ
２８日（金）　英語検定（６年）　縦割り班長会
３１日（月）　職員会議　　
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